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検索

公
示
公
示

2
月
27
日
、
け
ん
せ
つ
プ

ラ
ザ
東
京
に
お
い
て
、
第
1

2
0
回
国
保
組
合
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
組
合
会
議
員
・

理
事
・
監
事
・
顧
問
あ
わ
せ

て
42
人
が
出
席
し
、
18
年
度

事
業
計
画
及
び
歳
入
歳
出
予

算
案
、
組
合
規
約
の
一
部
改

正
案
、
並
び
に
法
令
遵
守
の

た
め
の
実
践
計
画
が
提
案
さ

れ
、
審
議
の
上
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
地
区
を
追

加
す
る
た
め
の
規
約
の
一
部

改
正
に
関
す
る
理
事
専
決
処

分
が
報
告
さ
れ
、
各
専
門
委

員
会
で
は
熱
心
な
討
議
が
さ

れ
ま
し
た
。
組
合
会
の
様
子

を
報
告
し
ま
す
。

組合会のようす

冒
頭
、
宮
田
理
事
長
が
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
行
な
い
、
来
賓
の
全

建
総
連
・
松
尾
社
会
保
障
対
策
部

長
、
東
京
都
連
・
宮
本
書
記
長
か

ら
も
、
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

１１８８
年年
度度
事事
業業
計計
画画

国
保
組
合
を
め
ぐ
る
情
勢
の
報

告
に
続
き
、
18
年
度
事
業
計
画
を

提
案
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

は
が
き
要
請
等
の
運
動
に
よ

り
、
18
年
度
は
国
・
都
の
補
助
金

は
現
行
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
単
年
度
収
支
は

3
億
7
6
8
9
万
円
、
1
世
帯
当

た
り
の
月
額
で
は
3
6
1
円
（
シ

ス
テ
ム
開
発
費
用
を
除
い
た
実
質

で
は
3
1
6
円
）
の
マ
イ
ナ
ス
の

見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

17
年
度
予
算
で
は
保
険
料
を
医

療
分
5
0
0
円
、
介
護
分
2
0
0

円
引
き
上
げ
た
上
で
、
単
年
度
収

支
は
1
6
3
3
円
の
マ
イ
ナ
ス
の

見
込
み
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
1

年
間
で
実
質
1
3
1
7
円
の
改
善

と
な
り
ま
し
た
。

18
年
度
は
協
会
け
ん
ぽ
が
保
険

料
率
を
10
％
に
据
え
置
く
こ
と
を

決
定
し
て
お
り
、
東
京
土
建
国
保

と
し
て
も
法
定
・
任
意
と
も
に
積

立
金
は
必
要
額
を
確
保
し
、
剰
余

金
も
74
億
9
7
8
1
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
18

年
度
の
保
険
料
は
医
療
分
・
介
護

分
と
も
に
据
え
置
き
と
し
ま
し

た
。

新新
規規
事事
業業

18
年
度
か
ら
保
険
者
努
力
支
援

制
度
が
始
ま
り
、
国
保
組
合
は
特

定
健
診
・
個
別
健
康
サ
ポ
ー
ト（
特

定
保
健
指
導
）
の
受
診
率
を
は
じ

め
と
す
る
12
の
指
標
で
評
価
・
配

点
さ
れ
、
点
数
に
応
じ
て
国
の
特

別
調
整
補
助
金
が
配
分
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

18
年
度
の
新
規
事
業
は
次
の
と

お
り
で
す
。

❶
育
児
支
援
金
制
度
は
、
産
前
産

後
休
業
に
対
す
る
出
産
支
援
金
の

支
給
対
象
の
女
性
組
合
員
（
国
保

種
類
が
第
3
〜
7
種
）
が
、
引
き

続
き
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場
合

に
、申
請
に
よ
り
休
業
期
間
中（
最

長
で
子
が
1
歳
に
達
す
る
日
の
翌

日
の
前
月
ま
で
）
の
保
険
料
相
当

額
を
支
給
し
ま
す
。

❷
東
京
土
建
健
診
の
際
に
、
が
ん

検
査
費
用
の
一
部
補
助
制
度
を
利

用
し
て
乳
が
ん
検
査
（
40
歳
以

上
）
、
子
宮
が
ん
検
査
（
20
歳
以

上
）
を
受
け
る
場
合
に
、
自
己
負

担
額
を
そ
れ
ぞ
れ
1
0
0
0
円

（
2
0
1
7
年
度
は
2
0
0
0

円
）
、
5
0
0
円
（
同
1
0
0
0

円
）
に
引
き
下
げ
ま
す
。

❸
健
康
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
事

業
主
と
従
業
員
が
一
体
と
な
っ
て

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
制
度

で
、
事
業
所
の
み
な
さ
ん
の
健
康

を
守
り
、
事
業
所
の
イ
メ
ー
ジ
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
な
事
業
所
と
し
て

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
融
資
の

金
利
優
遇
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
国

保
組
合
で
は
健
康
づ
く
り
の
サ
ポ

ー
ト
を
行
な
い
ま
す
。

個個
人人
情情
報報
保保
護護

改
正
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行

（
17
年
5
月
）
に
と
も
な
い
、
健

診
や
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細

書
）
等
に
関
す
る
個
人
情
報
（
要

配
慮
個
人
情
報
）
の
取
得
や
、
第

三
者
へ
の
提
供
を
行
な
う
場
合

は
、
本
人
か
ら
直
接
同
意
を
得
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
国
保
組
合
が
支
部

等
へ
要
配
慮
個
人
情
報
を
提
供
す

る
際
に
は
、
第
三
者
提
供
に
準
じ

た
取
り
扱
い
と
し
、
18
年
度
か
ら

受
診
券
の
裏
面
に
同
意
欄
を
設

け
、
健
診
受
診
者
に
は
、
職
業
病

対
策
や
個
別
健
康
サ
ポ
ー
ト
推
進

を
目
的
と
し
た
、
個
人
情
報
（
健

診
結
果
等
）
の
提
供
に
同
意
す
る

意
思
表
示
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
ま
す
。

健健
康康
増増
進進
活活
動動

団
塊
の
世
代
が
す
べ
て
後
期
高

齢
者
（
75
歳
以
上
）
に
な
る
25
年

に
向
け
て
、
国
民
医
療
費
の
爆
発

的
な
増
加
が
予
想
さ
れ
、
予
防
・

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
、
ま

す
ま
す
重
要
性
を
増
す
こ
と
か

ら
、
健
康
増
進
活
動
に
つ
い
て
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。

16
年
度
に
実
施
し
た
禁
煙
対
策

事
業
で
は
禁
煙
希
望
者
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
郵
送
し
、
10
人
に
1
人

が
禁
煙
に
成
功
し
ま
し
た
。

18
年
度
か
ら
実
施
す
る
第
二
期

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
・
第
三
期
特

定
健
診
等
実
施
計
画
の
概
要
、
健

康
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
取
り
組
み

の
内
容
に
つ
い
て
も
、
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。

閉閉
会会
ああ
いい
ささ
つつ

閉
会
に
あ
た
り
丸
山
副
理
事
長

が
、
「
国
保
組
合
の
安
定
運
営
の

た
め
に
、
特
定
健
診
は
受
診
率
70

％
、
個
別
健
康
サ
ポ
ー
ト
は
実
施

率
30
％
を
達
成
し
よ
う
。
補
助
金

獲
得
の
運
動
も
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
こ
う
」
と
結
び
、
国
保
組

合
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

理
事
長

宮
田

清
志

下
記
に
よ
り
、
東
京
土
建
国

民
健
康
保
険
組
合
第
1
2
1
回

組
合
会
を
開
催
し
ま
す
。

一
、
日
時

2
0
1
8
年
4
月

2
日
（
月
）
午
後
4
時
30

分
開
会

一
、
場
所

け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ

東
京
3
階
Ａ
・
Ｂ
会
議
室

一
、
議
題

役
員
改
選

保
険
料
は
据
え
置
き

単
年
度
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
の
見
込
み
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今
月
は
、
各
支
部
で
保
険
証
交
付
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ
た
ら
、
家
族
全
員
分

が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
、
氏
名
や
住
所
、
生
年
月
日
な
ど

に
誤
り
が
無
い
か
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

組
合
員
全
員
と
19
歳
以
上
の
家
族
の
方
は
、
保
険
証

の
下
に
健
診
受
診
券
が
付
い
て
い
ま
す
。
健
診
受
診
券

は
、
健
診
機
関
の
方
が
切
り
離
し
ま
す
の
で
、
自
分
で

切
り
離
さ
ず
、
健
診
当
日
ま
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

今
回
お
配
り
す
る
健
診
受
診
券
か
ら
、
裏
面
の
「
個

人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

支
部
へ
の
個
人
情
報
の
提
供
の
意
思
表
示
と
し
て
、
同

意
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。
同
意
が
無
い
場
合
は
、
受
診
券
を
使
え

ま
せ
ん
（
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

前
期
高
齢
者
で
、
所
得
一
定
額

以
下
の
方
の
法
定
負
担
割
合
は
二

割
で
す
が
、
昭
和
19
年
4
月
1
日

以
前
生
ま
れ
の
方
は
、
特
例
で
一

割
に
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
国
の
軽
減
特
例
措
置

実
施
要
綱
が
改
正
さ
れ
、
交
通
事

故
な
ど
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

に
は
特
例
は
適
用
さ
れ
ず
、
原
則

二
割
負
担
に
な
り
ま
し
た
。

第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
で
保

険
証
を
使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず

国
保
組
合
・
調
整
係
0
3
―
5
3

4
8
―
2
9
8
7
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

家
族
が
就
職
の
た
め
新
し
い
健

康
保
険
に
加
入
し
た
り
、
独
立
し

て
世
帯
分
離
を
し
た
場
合
は
、
所

属
の
支
部
で
資
格
喪
失
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

も
し
、
そ
の
間
に
東
京
土
建
国

保
の
保
険
証
で
受
診
を
さ
れ
て
い

た
場
合
は
、
医
療
費
を
返
還
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

おお
知知
らら
せせ

組
合
の
定
め
る
地
区
に
、「
栃

木
県
宇
都
宮
市
」
を
追
加
す
る

規
約
が
、
2
0
1
8
年
2
月
14

日
付
で
東
京
都
知
事
の
認
可
を

受
け
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
所
属
の
支

部
ま
た
は
国
保
組
合
・
資
格
課

（
0
3
―
5
3
4
8
―
2
9
8

8
）
ま
で

保
険
証
の
更
新

保
険
証
の
更
新

受
診
券
の
注
意
事
項
①

切
り
離
さ
ず
そ
の
ま
ま
に

受
診
券
の
注
意
事
項
②

裏
面
に
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要

前
期
高
齢
者

一
割
負
担
の
方
へ

前
期
高
齢
者

一
割
負
担
の
方
へ

家
族
が
就
職
や

世
帯
分
離
を
し
た
ら

家
族
が
就
職
や

世
帯
分
離
を
し
た
ら


